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１．はじめに 

近年、人口の減少や少子高齢社会を背景に、地方

をはじめ採算が見合わないバス路線が減便・廃止さ

れるなど、日常生活における外出行動には地域格差

が生じている。そこで移動需要が少ない地域では、

自治体などが運営主体となって、住民の利用予約に

応じて運行することが特徴である需要応答（デマン

ド）型交通（Demand Responsive Transport）の導入事

例が増加しつつある。本研究では運行ダイヤおよび

運行路線ともに非固定で、予約を受け付けた場合の

み運行する公共交通機関を「デマンド型乗合タクシ

ー」と定義する。 

一般的なデマンド型乗合タクシーの乗車方法では、

利用者登録と事前予約を行う必要がある。また、運

賃は乗用タクシーと比較すると低価格である代わり

に、利用者同士の乗合が行われるため移動時間や待

ち時間が長くなる場合がある。しかし、実際には複

数組が乗合して運行することは少なく、運行中の空

席を活用できていないことが問題点として挙げられ

る。さらに、運行後次の予約時間まで長時間待機す

る車両があることも問題となっている。 

空席を埋める利用促進策としては、航空業界など

が先駆けて導入したイールドマネジメント（以下

YM）があり、現在では幅広い業界で利用されてい

る料金施策である。航空業界での YM の導入方法と

して、空席が見込まれる便では、予約を取り消した

際に支払うキャンセル料などの制限が厳しくなる代

わりに大幅な割引運賃が適用される。そして、座席

が埋まり空席が少なくなった場合、割引幅の小さい

運賃や通常運賃（キャンセル料などの制限なし）が

適用され、運賃の差別化が図られている。 

YM を航空業界以外に適用しようとした研究とし

て、寺部ら１）は、京阪神－福岡間の移動者へのアン

ケート調査から、新幹線の座席活用のために YM 導

入を想定し、交通機関選択モデルを構築した。その

後、航空機・新幹線のシェア予測から、割引運賃の

導入でシェアが大きく変更することを明らかにした。

しかし、移動需要が比較的少ない地方部におけるデ

マンド型乗合タクシーでの YM導入の検討に関する

研究は存在しない。 

そこで本研究では、デマンド型乗合タクシーの運

賃に YM を導入した場合を想定し、交通手段選択モ

デルを構築する。そして、モデルのパラメータを用

いた感度分析から、運賃変動が乗合を促進させるか

を見出すことを目的とする。 

 

２． イールドマネジメントの概要 

YM は、特に航空、ホテル業界等で普及する収益

管理手法である。これらの業界は、設備の供給量に

対して需要量が少ない場合、販売されずに余った座

席や部屋等は在庫として後日に繰り越すことができ

ないという特徴がある。収益面を考慮しつつ可能な

限り販売するために考案された YM は、需要や利用

日までの日数に応じて料金を変動させることで、利

用者の多様な需要を満足させることが可能である。

さらに事業者にとっても座席や部屋の利用率を向上

できるため、収益の増大が見込まれる。 

デマンド型乗合タクシーにおいても空席や待機車

両は、その後に繰り越すことができないことから

YM の導入は適していると考えられる。 

 

３． 対象地域の選定と乗合タクシーの現状把握 

（１）対象地域について 

本研究では 2013 年４月現在において、千葉県内

54 市町村の高齢化率（人口に占める 65 歳以上人口

の割合）の平均値と同程度の 27.1%で、デマンド型

乗合タクシーを運行する千葉県山武市を対象自治体

とする。山武市では交通弱者の日常交通手段を確保

するために、基幹バスとともに 2010 年からデマンド

型乗合タクシーが運行し始めた。なお、2008 年度の

パーソントリップ調査によると、山武市の自宅－市

内間の発生集中量の 69％が自動車および二輪車を

利用していることがわかっており、移動の大半を私

的交通に頼っている地域である。  



山武市乗合タクシー（通称：あいのりくん）は、

５人乗りのセダン型乗用車（うち運転手１名）で、

平日８時（土日祝日は９時）から 18 時まで運行され

ており、中学生以上の方は 300 円で乗車することが

可能である。しかし、運行範囲は利用者の居住地域

内（山武・成東・松尾の全３地域）の個人が指定し

た施設、および市役所、さんむ医療センターが地域

外の場合はそれら２施設に限定される。  

（２）山武市乗合タクシーの現状把握 

各利用者、乗降場所などの傾向を把握するために、

山武市乗合タクシーの 2013 年 11 月の１ヶ月間の運

行データを集計する。このデータは予約や乗車を行

った日時や車両ごとの動きなどが、それぞれ数値デ

ータで記されている。デマンド型乗合タクシーは

2013 年 11 月に 3820 件の利用があり、同乗者も含め

た延べ利用者数は 4268 人に上る。この運行データで、

始めの利用者が乗車してから、最後の利用者が降車

するまでを「運行数」１回と定義した。この運行数

は１ヶ月で 2835 回行われていた。図－１は、デマン

ド型乗合タクシーが１回の運行で最高何人乗車した

かを示している。これより、乗合タクシーが満員状

態である４名の場合は運行数全体の３%である。一

方で、１名しか乗車していない割合は 65%に上った。 

 

図－１ 山武市乗合タクシーの乗車人数割合 

 

次に、デマンド型乗合タクシーの利用者数が増加

した場合、乗合が促進されるかを把握するために、

2012 年５月と 2013 年 11 月の運行データを用い、車

両ごとの日平均利用者数と、全運行数の中で他の利

用者と乗合を行った割合を表す乗合率との関連性を

調べた。この算出結果を図－２に示す。乗合タクシ

ーの１台当たりの利用者が増加することにより、乗

合率も増加することがわかる。さらに近似曲線の形

状より、利用者数が増加するにつれて、乗合率の変

化も大きくなる。この結果より、デマンド型乗合タ

クシーの利用者数が増加すれば、乗合率は徐々に高

まることが推測される。 

 

図－２ １台当たりの利用者数と乗合率の推移 

 

４．対象地域でのアンケート調査 

（１）調査概要 

本研究では、アンケート調査を対面式インタビュ

ー形式で実施した。その概要を表－１に示す。本ア

ンケート調査の主な目的は、YM の導入によりデマ

ンド型乗合タクシーの運賃が一律制から変動制に移

った場合、住民の移動手段に変化が見られるかを把

握するためである。調査内容に含む利用意思額とは、

YM を導入した場合に予約期限（７日前、３日前、

前日までの予約）に応じて、デマンド型乗合タクシ

ーの運賃がいくらまでなら乗車するかという利用意

思を、表明選好（SP）法により調査した。また、普

段の住民の移動状況も同時に調査し、交通手段選択

モデルの説明変数を検討した。 

 

表－１ アンケート調査概要 

 

（２）基礎集計 

 図－３では、乗合タクシー運賃（300 円）をどの

ように考えているのかを「高い」、「適当」、「安い」、

「わからない」の４段階で、YM 導入時に乗合タク

シーを利用、非利用と全体に分けて示している。図

－３より、YM 導入後に乗合タクシーを利用すると

回答したのは 34%いた。乗合タクシーの運賃感度は、
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項目 内容

調査目的
イールドマネジメント導入時の移動手段に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　変化が見られるかを把握する

調査日時 平成25年12月11日（水）・13日（金）

調査場所 山武市内　JR成東駅　他8箇所

調査対象者 山武市在住の方

配布・回収方法 調査員が用紙に沿ってインタビューする形式

調査内容

①個人属性
②乗合タクシーの利用実態，運賃感度
③住民の移動状況（買物，通院，最寄駅，公共施設）

④YM導入時の乗合タクシー利用意思額（７，３，１日前予約）

回収数 172
有効回答数 159（92.4%）



300 円を安いと考える方が全体の 36%だった反面、

高いと感じる方も 21%に上った。運賃に対する価値

観は、回答者により異なることから YM の導入は適

していると考えられる。YM 導入時に利用すると回

答した方は運賃を高く感じている一方、利用しない

と回答した方は、安いと感じていることがわかった。 

 

図－３ アンケート回答者の乗合タクシー運賃感度 

 

５．YM 導入時の交通手段選択モデルの構築 

（１）分析手法 

 乗合タクシーの運賃に YMを導入した場合のアン

ケート回答者の交通手段の選択要因を把握するため

に、二項ロジットモデルを用いた交通手段選択モデ

ルを構築した。モデルの基本式を式(1)、(2)に示し、

最尤推定法によるパラメータ推定を行った。 
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（２）キャンセル料の想定とパラメータ推定 

YM が導入されている業界では、予約を取り消す

場合や変更する場合にはキャンセル料・変更料など

が発生する場合が多い。しかし、山武市乗合タクシ

ーは、キャンセル料などは導入していない。そこで

本研究ではキャンセル料が「あり」、「なし」の場合

を想定し、それぞれモデルを構築した。さらに乗合

タクシーの予約期限ごとに構築したモデルのパラメ

ータ推計結果を、キャンセル料がありの場合を表－

２に、なしの場合を表－３に示す。構築したモデル

の被説明変数には YM を導入した場合の「乗合タク

シー利用有無」を、説明変数には「７日前、３日前、

前日までに予約を行う場合の利用意思額（円）」、「自

動車移動時間（分／片道）」、現在の乗合タクシーの

運賃を高いと感じている「エクスペンシブダミー」

の３種類を用いた。 

 

表－２ パラメータ推計結果 キャンセル料「あり」

 

表－３ パラメータ推計結果 キャンセル料「なし」 

 

表－２、３の前日までに予約を行う場合の自動車

移動時間の t 値が-1.40、-1.02 でともに有意とは言え

ないが、７日前、３日前までに予約を行う場合では

有意であるため採用した。モデルの適合度を示す自

由度調整済み尤度比は 0.2 以上が良好とされており、

キャンセル料ありの場合は、いずれも良好だが、キ

ャンセル料なし・前日までの予約の場合に 0.178 で

あった。的中率は 74～85%で推移している。 

キャンセル料ありとなしの場合に共通することは、

７日前までや３日前まで、つまり早い時期に予約を

行うほど、全パラメータの絶対値が大きい。このこ

とから、割引額が大きくなる早い時期の予約は、乗

合タクシー利用に大きく影響することがわかる。 

次に、各変数の推定結果について考察する。利用

意思額のパラメータは負の値を示している。このた

め、利用意思額が安くなるほど乗合タクシーを利用

する効用が高くなるため、運賃設定が重要であるこ

とが言える。自動車移動時間は負の値を示しており、

移動時間がかかるほど乗合タクシーを利用する傾向

にあると言える。これは、目的地までの移動が短時
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自動車移動時間
　　　　　（分/片道）

-0.0596 -2.53 -0.0487 -2.14 -0.0307 -1.40

１日前
　利用意思額（円）

- - - - -0.00804 -6.16

３日前
　利用意思額（円）

- - -0.01 -6.42 - -

７日前
　利用意思額（円）

-0.0117 -6.48 - - - -

エクスペンシブ
　　　　　　　　ダミー

1.38 2.43 1.15 2.17 0.852 1.71

サンプル数

自由度調整済み
尤度比

的中率

予約期限
７日前予約 ３日前予約 前日予約

159 159

0.539 0.479 0.406

0.843 0.843 0.843

159

パラメータ ｔ値 パラメータ ｔ値 パラメータ ｔ値

自動車移動時間
　　　　　（分/片道）

-0.052 -2.33 -0.0425 -2.04 -0.0191 -1.02

１日前
　利用意思額（円）

- - - - -0.00493 -5.07

３日前
　利用意思額（円）

- - -0.00711 -5.98 - -

７日前
　利用意思額（円）

-0.00824 -6.25 - - - -

エクスペンシブ
　　　　　　　　ダミー

1.63 3.74 1.52 3.57 1.26 3.08

サンプル数

自由度調整済み
尤度比

的中率 0.786 0.767 0.742

予約期限

159 159 159

７日前予約 ３日前予約 前日予約

0.320 0.269 0.178



間であれば、乗合タクシーを利用する必要がないこ

とが一因である。エクスペンシブダミーは、キャン

セル料なしの場合の方がパラメータは大きくなり、

利用する傾向にある。これは、乗合タクシーの運賃

が高いと感じる方は、予約の取り消し時にキャンセ

ル料がかかると、金銭の負担が増えるためだと推察

される。また、キャンセル料ありの場合に自動車移

動時間と利用意思額の絶対値が大きいことから、キ

ャンセル料がかかるという要因は、交通手段選択に

大きな影響を与えることが考えられる。 

 

６．乗合タクシー運賃及びキャンセル料の感度分析 

（１）事前予約時のみを考慮したシェア予測 

YM により運賃やキャンセル料の有無を変化させ

た場合、住民は乗合タクシーをどの割合で選択する

のかを算出するために感度分析を行う。 乗合タクシ

ー運賃は 100 円から 500 円まで 50 円刻みで、その他

の変数は、自動車移動時間を 15（分／片道）、乗合

タクシーが高いと感じている方を設定した。 

 キャンセル料の有無、予約期限別に見た乗合タク

シーの選択確率の散布図を図－４に示す。黒の点線

はアンケート調査の回答者のうち、乗合タクシーを

月１回以上利用し、かつ YM による事前予約を行う

と回答した方の割合（6.9%）である。 

 

図－４ 運賃変動による感度分析（事前予約時のみ） 

 

キャンセル料なしの場合では、乗合タクシーの設

定運賃が 300 円未満の場合、予約期限に関係なく選

択確率が７%以上であるため、利用者は増加するこ

とがわかる。キャンセル料ありの場合は、選択確率

が７%以上となる 200 円未満の場合、利用者は増加

することがわかった。設定運賃を 300 円以上にした

場合は予約期限が早いと選択確率は低く、利用日に

近づくにつれ高くなる。これは、山武市では運賃が

300 円のため、運賃を高く設定すると、乗車が確実

になる時期に予約を行うためだと考えられる。 

 

（２）事前予約と当日予約を考慮した収益試算 

 キャンセル料が発生する YM の、乗合タクシー導

入を仮定した場合、千人当たりの収益と現状からの

人数増加率を、予約期限別に試算したものを表－４

に示す。この試算では、予約全体に対する事前予約

の割合は感度分析から、当日予約の割合はアンケー

ト調査の回答を基に算出している。また、予約期限

に関係なく当日予約の運賃は 500 円に、事前予約の

運賃は表－４の左側の金額とする。 

 

表－４ キャンセル料発生時の千人当たり収益 

 

当日予約の運賃を 500 円に設定した場合、事前予

約が 100 円と低額であっても千人当たりの収益は増

加することがわかった。また、７日前までや３日前

までのように、予約期限を早い時期に設定すると、

多くの人が事前予約を行うことから、現状の人数よ

りも増加するが、逆に収益が悪化する。このため、

YM の導入の際は、事前・当日予約の運賃と予約期

限とのバランスを考えていく必要がある。 

 

７．研究の成果と今後の課題 

本研究では、デマンド型乗合タクシーの空席や待

機車両を活用させるため、YM を導入した時の運賃

変動から乗合促進の可能性を見出した。運行データ

と感度分析より、YM 導入により利用者が増加する

ため、乗合促進が可能であると言える。本研究では

予約期限に応じた YM を検討したが、今後は需要の

多少に応じて運賃を変動させる YMの検討を行うこ

とや、乗合タクシー未導入地域を対象とし、導入可

否とともに YMの導入可能性を検討する必要がある。 
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乗合タクシー選択確率

ｷｬﾝｾﾙ料なし 前日予約

なし３日前予約

なし７日前予約

ｷｬﾝｾﾙ料あり 前日予約

あり３日前予約

あり７日前予約

調査回答者の

事前予約率（6.9%）

1.71

1.00

1.41

0.76

0.55

1.21

0.44

0.83

0.16

0.05

利用者増加率

（最大値）

利用者増加率

（最小値）

７日前予約 ３日前予約 前日予約

５００円 50.0 （0.73） 50.0 （0.75） 50.0 （0.76）

４００円 49.2 （0.78） 49.0 （0.80） 48.8 （0.81）

３００円 46.1 （0.89） 45.9 （0.90） 45.8 （0.90）

２００円 39.8 （1.08） 40.0 （1.07） 40.6 （1.04）

１００円 32.2 （1.29） 32.8 （1.25） 34.0 （1.19）

※単位：万円（現状と比較した人数増加率），当日運賃５００円の場合
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